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■
セ
ミ
ナ
ー
開
校
式
 

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
 

　
秦
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
、愛
知
淑
徳
大
学
都
築
久
義
副
学
長
の
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
、東
亜
大
学
校
言
語
教
育
学
院
長

で
あ
る
崔
教
授
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 ■
セ
ミ
ナ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
 

■
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
 

■
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
 

■
基
調
講
演
 

「
私
と
朝
鮮
通
信
使
―
唐
子
人
形
と
の
出
会
い

か
ら
」
現
代
社
会
学
部
　
西
尾
林
太
郎
教
授
 

 

■
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
 

「
朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
を
辿
る
」
滋
賀
県
高
月

町
・
雨
森
芳
洲
記
念
館
見
学
／
彦
根
市
内
・
朝

鮮
人
街
道
巡
り
／
彦
根
宗
安
寺
見
学
／
彦
根

泊
／
彦
根
城
〜
近
江
八
幡
市
・
日
牟
礼
八
幡
宮
、

八
幡
堀
等
 

　
５
日
早
朝
、ア
イ
ハ
ウ
ス
を
出
発
し
、セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
朝
鮮
通
信
使
」の
足
跡
を
辿

る
た
め
、滋
賀
県
方
面
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
現
代
社
会
学
部
の
西
尾
教
授

と
谷
沢
明
教
授
の
引
率
に
よ
り
、通
信
使
ゆ
か

り
の
場
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

　
連
日
の
猛
暑
に
も
関
ら
ず
、学
生
達
は
熱
心

に
調
査
を
行
い
、６
日
夜
ア
イ
ハ
ウ
ス
に
戻
り
ま

し
た
。
 

国際大学交流 
セミナー 

財団法人日本国際教育協会が主催する「国際大学交流セミナー」は、海外の大

学から学生と教員を招聘し、外国との相互理解と友好親善に寄与することを目的

に、昭和49年度に始まった事業です。公募制で選ばれたプログラムは文部科学

省から補助金を受けることができます。 

平成14年度は26大学の応募の中から、愛知淑徳大学と韓国・釜山の東亜大学

校の共同プログラム「朝鮮通信使の足跡と日韓交流の展望」が見事選ばれ、夏

休み期間中、10日間にわたる交流を行いました。 

東亜大学校からは日語日文学科を中心とする学部生及び院生15人と教員2人が

来日。愛知淑徳大学からは現代社会学部の西尾教授の指導の下で延べ40人余

の学生が参加し、講演会やシンポジウム、朝鮮通信使の足跡を辿るフィールドワー

ク、ホームステイなど、多彩なプログラムを通じ、交流を深めました。 

7/31WED 
   ～8/9FRI 
　 

愛知淑徳大学＆韓国・東亜大学校 
 

        　
日
韓
関
係
と
い
う
と
、い
わ
ゆ
る
日
本
の

植
民
地
支
配
や
歴
史
認
識
の
問
題
が
と

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、今

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
朝
関
係
が
良
好
だ
っ

た
江
戸
時
代
を
基
礎
と
し
て
、こ
れ
か
ら

の
よ
き
日
韓
関
係
を
互
い
に
確
認
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
企
画
し
ま
し
た
。
 

　
東
亜
大
学
校
の
学
生
は
日
語
日
文
学

科
が
中
心
で
、ほ
と
ん
ど
が
日
本
語
を
話

せ
ま
す
。
愛
知
淑
徳
大
学
に
も
韓
国
語
が

話
せ
る
学
生
が
３
人
い
て
、日
本
語
、韓
国

語
、英
語
で
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
し

た
。そ
れ
ま
で
い
か
に
お
互
い
の
国
や
文
化

や
人
を
知
ら
な
か
っ
た
か
、誤
解
し
て
い
た

か
。
若
者
同
士
、色
眼
鏡
を
か
け
ず
に
互

い
を
見
、そ
し
て
事
実
を
確
認
し
な
が
ら

素
晴
ら
し
い
交
流
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
東
亜
大
学
校
は
今
回
の
た
め
に
両
大

学
の
校
章
を
入
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
く

れ
て
、我
々
も
そ
れ
を
着
て
滋
賀
県
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
朝
鮮
と
の
外

交
を
担
当
し
て
い
た
高
月
町
出
身
の
雨
森

芳
洲
は
、江
戸
時
代
に
真
の
国
際
交
流
と

は
何
か
を
考
え
た
儒
学
者
で
、釜
山
に
留

学
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
李
先
生
が
釜

山
に
芳
洲
の
銅
像
を
造
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
ね
。
 

　
セ
ミ
ナ
ー
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、学
生

た
ち
は
メ
ー
ル
を
交
換
し
た
り
、中
に
は

韓
国
に
留
学
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
者
も
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
も
様
々
な
形
で
交
流

が
広
が
っ
て
い
く
の
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。（
談
） 

「
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
の
成
果
 

国際大学交流セミナー 
コーディネーター 
現代社会学部教授 
西尾林太郎 

特集 
広がる国際交流国際交流 

7/31wed 
●来日～アイハウス 

①7月31日　ウェルカムパーティー。李吉遠先生による乾杯
②東亜大学校の学生によるＷ杯「大韓民国」コール　 
③パーティーで韓国の学生たち　 
④⑤8月1日　キャンパスツアー  
⑥図書館で日本の雑誌を興味深そうに見る東亜大学校の
学生　⑦フリートーキング　 
⑧8月2日　東邦ガス知多ＬＮＧ工場を見学 

8/1thu 
●長久手キャンパス 

8/5mon・6tue 
●フィールドワーク 

「朝鮮通信使の足跡をめぐって」レポート　 

① 

⑨ 

●朝鮮通信使：江戸時代、朝鮮王朝が12回にわたって日本に派遣してきた400～ 
　500人の使節団。対馬から瀬戸内海を渡り、兵庫、大阪から京都を経由し、 
　沿道の人々と交流しながら江戸に向かった。彦根や近江八幡もそのルート。 

⑨8月5日　フィールドワーク。高月町・雨森芳洲庵　 
⑩⑪8月6日　彦根城　 
⑫8月6日　近江八幡の日牟礼神社で社内参観　 
⑬8月7日　各班ごとにテーマを決めてグループディスカッショ
ン。翌日、発表が行われた　 
⑭⑮8月8日　朝鮮日報日本支社長　白眞勲氏による国際
交流講演会 
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■
講
演
 

「
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
、戦
後
処
理
、通
信
使
へ
」

日
本
福
祉
大
学
・
名
古
屋
外
国
語
大
学
講
師

　
貫
井
正
之
氏
 

　
西
尾
教
授
、東
亜
大
学
校
李
教
授
か
ら
の
セ

ミ
ナ
ー
の
趣
旨
説
明
の
あ
と
、両
校
の
学
生
の

親
睦
を
図
る
た
め
、自
己
紹
介
を
し
た
り
、自

由
に
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、長
久

手
キ
ャ
ン
パ
ス
の
案
内
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
午
後
か
ら
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西
尾
教

授
に
よ
る
「
朝
鮮
通
信
使
」
と
の
出
会
い
を
中

心
と
し
た
基
調
講
演
、そ
し
て
通
信
使
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
貫
井
正
之
氏
に
よ
る
講
演
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 ■
講
義
１
 

「
ア
ジ
ア
経
済
の
現
状
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
日
韓
関
係
の
展
望
」コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
　
真
田
幸
光
教
授
 

■
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
企
業
訪
問
） 

韓
国
名
古
屋
総
領
事
館
、東
邦
ガ
ス
知
多
Ｌ
Ｎ

Ｇ
工
場
、豊
田
通
商
株
式
会
社
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
真
田
幸
光
教
授

の
引
率
に
よ
り
、真
田
ゼ
ミ
の
学
生
も
多
数
参

加
し
て
、愛
知
県
内
の
企
業
等
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
 

　
学
生
た
ち
は
、韓
国
名
古
屋
総
領
事
に
お
会

い
し
た
り
、最
新
設
備
を
誇
る
工
場
の
見
学
、実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
す
る
な
ど
、日
本
の
今
を
知
る
こ
と
が

で
き
、充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
見
学

先
の
ご
担
当
の
方
々
に
は
、お
忙
し
い
中
、格
別

の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
。
 

 ■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
 

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
家
族
の
方
々
が
ア
イ
ハ
ウ
ス

に
集
合
し
、１
泊
２
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
出
か

け
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
長
久
手
町
役
場
、

ア
イ
ハ
ウ
ス
周
辺（
名
東
区
）の
地
域
の
方
々
及

び
本
学
学
生
に
受
入
れ
を
依
頼
し
た
も
の
で
、

東
亜
大
学
校
の
学
生
た
ち
は
夏
祭
り
や
お
茶

会
に
参
加
す
る
な
ど
、日
本
の
家
庭
を
十
分
満

喫
し
た
よ
う
で
し
た
。
 

 

■
講
義
2
 

「
言
語
と
文
化
の
通
・
共
時
的
な
国
際
交
流
」

東
亜
大
学
校
・
人
文
科
学
大
学
日
語
日
文
学

教
授
　
李
吉
遠
氏
 

■
講
演
 

「
異
文
化
理
解
か
ら
多
文
化
共
生
へ
」
韓
国
史

家
　
小
西
正
数
氏（
韓
国
近
現
代
史
研
究
） 

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
会
議
 

　
午
前
中
は
、東
亜
大
学
校
の
引
率
教
員
で
も

あ
る
李
先
生
と
、李
教
授
と
親
交
の
あ
る
小
西

氏
に
よ
る
講
演
。
午
後
は
両
校
学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
別
に
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、こ
れ
ま
で
調
査
し

た
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
 

 ■
国
際
交
流
講
演
会
 

「
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
後
の
日
韓
文
化
交

流
に
つ
い
て
」
朝
鮮
日
報
日
本
支
社
長
　
白
眞

勲
氏
 

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
発
表
 

■
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
 

　
午
前
中
は
前
日
に
続
い
て
セ
ミ
ナ
ー
の
ま
と

め
。
午
後
は
朝
鮮
日
報
日
本
支
社
長
の
白
氏
が
、

両
校
学
生
、本
学
教
職
員
、一
般
参
加
者
を
前

に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
白
氏
の
軽
妙
な
語
り
口

と
、終
了
直
後
の
Ｗ
杯
日
韓
共
催
が
中
心
の
興

味
深
い
内
容
に
、皆
引
き
込
ま
れ
た
様
子
。
ま

た
白
氏
と
親
交
の
深
い
真
田
教
授
が
飛
び
入
り

で
参
加
し
、お
二
人
の
絶
妙
な
掛
け
合
い
に
会

場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
は
両
校
学
生
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別

発
表
。
短
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
、協
力
し
て
質

の
高
い
発
表
を
行
い
ま
し
た
。レ
ポ
ー
ト
は
い
ず

れ
小
冊
子
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
 

　
夕
刻
、ア
イ
ハ
ウ
ス
に
場
所
を
移
し
、学
生
た

ち
が
料
理
の
腕
を
振
る
い
、さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ

を
開
き
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
親
交
を

深
め
た
両
校
の
学
生
た
ち
は
、夜
遅
く
ま
で
話

が
つ
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
 

 ■
帰
国
 

　
午
前
１０
時
、東
亜
大
学
校
の
皆
さ
ん
は
、本

学
学
生
、国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
見
送

る
中
、ア
イ
ハ
ウ
ス
を
後
に
。
午
後
１
時
５０
分
、名

古
屋
空
港
か
ら
無
事
帰
国
の
途
に
着
か
れ
ま

し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
 

国際大学交流 
セミナー 

特集 
広がる国際交流 

 

8/2fri 
●長久手キャンパス～フィールドワーク 

8/3sat・4sun 
●ホームステイ 

8/7wed 
●長久手キャンパス  

8/8thu 
●長久手キャンパス 

8/9fri 
●帰国 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑮ 

⑭ ⑫ ⑪ 

⑩ ⑬ 
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恵 昌 

中
国
の
伝
統
を
改
め
て
感
じ
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

　
帰
途
、上
海
交
通
大
学
を
訪
ね
、日
本

語
科
主
任
の
先
生
に
お
会
い
し
、交
流
協

定
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
同
校
は
中

国
で
も
屈
指
の
有
名
校
で
す
が
、日
本
語

版
の
大
学
案
内
ビ
デ
オ
ま
で
用
意
し
て
あ
っ

た
の
は
さ
す
が
と
思
い
ま
し
た
。（
都
築
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

創立100周年記念式典に参列 
北京師範大学・南京師範大学 
 
 

南京師範大学の式典会場 

「外国文化海外研修（韓国・大邱カトリック大学）」　 
　◎◇　述燮講師　 
　8／5～24（国際交流センター） 
 
「中国文化サマースクール（中国・北京、天津）」　 
　◎◇楊衛平教授　 
　7／26～8／5（教養教育センター） 
 
「博物館実習海外研修（ストックホルム、ロンドン、パリ）」　
　◎◇長谷川銹治助教授　 
　8／23～9／1（資格教育センター） 
 
「中国語海外研修（中国・北京師範大学）」 
　◎◇馮富榮助教授 
　8／4～9／22（言語コミュニケーション学科） 
 
「専門演習Ⅲ　２００２年UCLAユニバーサルスタジオ研修」 
　◎◇窪田守弘教授　 
　8／29～9／4（言語コミュニケーション学科） 
 
「応用言語学海外研修（米国・ウエストバージニア大学）」　
　◎松本青也教授　 
　◇松本青也教授、アンドリュー・ムーディ助教授　 
　8／16～9／19（言語コミュニケーション学科） 
 
「Seminar Overseas（海外研修）（米国・ミネソタ大学）」
　◎ジョリー佐々木幸子教授　 
　◇ダニー・モルデン講師　 
　7／31～8／31（言語コミュニケーション学科） 
 
「日本語教育海外研修（中国・南京師範大学）」　 
　◎◇窪田守弘教授、山内啓介教授　 
　9／7～18（言語コミュニケーション学科） 
 
「國信ゼミ研修旅行（タイ・チェンマイ大学等）」 
　◎◇國信潤子教授　 
　9／5～15（ビジネスコミュニケーション学科） 
 
「現代社会研究科　海外実地研修（シンガポール、マレー 
　シア）」　 
　◎◇清水洋教授　 
　9／1～7（現代社会研究科） 
 
「西尾ゼミ海外研修（韓国・全南大学校他）」　 
　◎◇西尾林太郎教授　 
　9／23～28（現代社会学部） 
 
「英文学海外セミナー（アイルランド・アルスター大学等）」
　◎大野光子教授　 
　◇ベヴァリー・カレン助教授　 
　7／26～8／8（英文学科） 
 
「北京大学図書館実習（中国・北京大学）」　 
　◎三和義秀助教授　 
　◇三和義秀助教授、林博司教授 
　9／2～6（図書館情報学科） 
 
「多元文化講読演習（タイ・マレーシア）」 
　◎◇榎田勝利教授 
　9／4～18（文化創造学部） 
 

2002年夏期開催海外プログラム 
（◎は責任者　◇は引率者） 

 

特集 
広がる国際交流 

①北京師範大学の学生たちによる
胡弓の演奏 
②北京師範大学歴史学部長の朱先
生と都築副学長 
③南京師範大学の学長に記念品を
渡す 
④南京師範大学式典会場で、愛知
淑徳大学の交換留学生たちと 
⑤南京師範大学キャンパス 
⑥上海交通大学日本語科主任の呉
先生（右）と国際部スタッフの常さん 
⑦上海交通大学正門　 
⑧上海交通大学図書館 

③ 

⑧ ⑦ 

④ 

4

　
北
京
師
範
大
学
の
記
念
式
典
は
中
国

で
最
も
有
名
な
人
民
大
会
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
壇
上
に
は
江
沢
民
国
家
主
席
ら

政
府
要
人
が
ず
ら
り
と
並
び
、わ
た
し
た

ち
海
外
招
待
者
に
は
ホ
ー
ル
の
最
前
列
の

席
が
用
意
さ
れ
、日
本
語
を
含
む
数
か
国

語
の
同
時
通
訳
を
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
記
念
式
典
は
写
真
撮
影
が
禁
止
さ
れ

た
緊
張
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、当
日

の
夜
、新
世
紀
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
招
待
パ
ー

テ
ィ
は
、学
生
た
ち
の
胡
弓
の
演
奏
が
あ
っ

て
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
会
場
で

学
長
に
お
祝
い
を
述
べ
て
記
念
品
を
渡
し

ま
し
た
。 

　
北
京
師
範
大
学
に
は
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
中
国
語
コ
ー
ス
の
学
生
29
人

が
、中
国
語
海
外
研
修
中
で
し
た
の
で
、担

当
の
歴
史
学
部
の
主
任
教
授
と
前
日
に

懇
談
し
ま
し
た
。
ま
た
、夏
休
み
に
中
国

文
化
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
学
生
を
お
招
き
い

た
だ
い
た
中
国
文
化
部
の
担
当
者
の
方
に

も
お
目
に
か
か
り
、お
礼
を
申
し
述
べ
ま

し
た
。 

　
南
京
師
範
大
学
の
記
念
式
典
は
、郊
外

に
新
設
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
体
育
館
と
い
っ
て
も
コ
ー
ト

の
周
囲
は
観
覧
席
に
な
っ
て
い
て
、ド
ー
ム

と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
わ
た
し
た
ち
学
外

の
招
待
者
や
卒
業
生
、留
学
生
ら
の
席
は

観
覧
席
で
、学
生
は
コ
ー
ト
に
設
営
さ
れ

た
席
で
参
列
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
揃

い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮
の
も
と

に
祝
の
歌
を
唱
い
、歓
喜
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
し
て
、式
典
前
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。 

　
式
典
会
場
で
交
換
留
学
生
と
し
て
留

学
中
の
高
間
加
奈
、松
江
有
紀
子（
言
語

コ
ミ
学
科
３
年
）の
両
君
に
会
っ
て
激
励
し

ま
し
た
が
、同
校
に
は
日
本
語
教
育
海
外

研
修
で
言
語
コ
ミ
学
科
日
本
語
コ
ー
ス
の

４
人
の
学
生
が
日
本
語
教
育
海
外
研
修

中
で
し
た
。 

　
南
京
師
範
大
学
の
招
待
パ
ー
テ
ィ
は
式

典
の
前
日
に
南
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、学
長
に
お
祝
い
を
述
べ
記
念
品
を

渡
し
、旧
知
の
留
学
生
関
係
の
教
職
員
と

旧
交
を
あ
た
た
め
ま
し
た
。
両
校
の
大
学

の
方
々
に
は
空
港
や
ホ
テ
ル
に
出
迎
え
を

受
け
、遠
来
の
客
を
大
事
に
す
る
と
い
う

創立100周年記念式典に参列 
北京師範大学・南京師範大学 
 
 

愛知淑徳大学 
副学長  都築久義 

北京師範大学の招待パーティで学長にお祝いを述べる 

 

特集 
広がる国際交流国際交流 

9/8SUN 
  9/10TUE 
　 

本学と交流協定を結んでいる北京師範大学と南京師範大

学が、今年はともに創立100周年を迎え、北京師範大学が

9月8日、南京師範大学が9月10日にそれぞれ記念式典を開

催しました。 

式典には両校とも海外提携校を招き、本学も招待を受け、

学長の名代として副学長の都築久義教授、両校の交流に

携わっている言語コミュニケーション学科の馮富榮助教授、

国際交流センターの近藤俊仁課長が参列しました。 

② ① 

⑥ ⑤ 


